香芝市自主防災組織活動事業費補助金交付要綱
　（趣旨）
第１条　市は、地域住民による防災体制の整備強化を図るため、自主防災組織として地域住民により結成された自主防災会が行う事業に対し、予算の範囲内において補助金を交付する。
２　前項の補助金の交付に関しては、香芝市補助金等交付規則（平成１１年規則第６号）に定めるもののほか、この要綱の定めるところによる。
　（補助対象組織）
第２条　補助の対象となる組織は、自治会単位の住民で組織される自主防災会とする。
　（補助対象事業及び補助対象経費）
第３条　補助の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）及び補助の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、別表のとおりとする。
　（補助金の額等）
第４条　補助金の額は、補助対象経費に２分の１を乗じて得た額（１，０００円未満の端数が生じたときは、その端数金額を切り捨てる。）とし、次の表の左欄に掲げる世帯数（毎年４月１日現在における自主防災会が組織されている自治会に属する世帯の数をいう。）に応じ、同表右欄に掲げる額以内とする。ただし、補助対象事業の実施に関し国、県等の公的補助金等を受けている場合は、補助対象経費からその金額を差し引くものとする。
	世帯数
	金額

	５００世帯未満
	６０，０００円

	５００世帯以上１，０００世帯未満
	７０，０００円

	１，０００世帯以上
	８０，０００円


[bookmark: _GoBack]第５条　補助金の交付を受けようとする自主防災会は、次に掲げる書類を市長に提出しなければならない。
　(1) 香芝市自主防災組織活動事業費補助金交付申請兼事業計画書（第１号様式）
　(2) 見積書の写し
　(3) その他市長が必要と認める書類
２　市長は、補助対象事業の内容等により必要がないと認めるときは、前項の添付書類の一部を省略させることができる。
　（補助金の交付の決定）
第６条　市長は、前条の規定により申請があったときは、その内容を審査し、適当と認めるときは、交付を決定し、香芝市自主防災組織活動事業費補助金交付決定通知書（第２号様式）により通知するものとする。
　（事業計画の変更）
第７条　補助金の交付の決定の通知を受けた自主防災会は、補助対象事業の内容を変更しようとするときは、香芝市自主防災組織活動事業計画変更承認申請書（第３号様式）に必要な書類を添えて市長に提出しなければならない。
２　市長は、前項の申請があったときは、その内容を審査し、適当と認めるときは、香芝市自主防災組織活動事業計画変更承認決定通知書（第４号様式）により通知するものとする。
　（完了実績報告及び交付請求）
第８条　補助金の交付の決定を受けた自主防災会は、補助対象事業を完了したときは、次に掲げる書類を市長に提出しなければならない。
　(1) 香芝市自主防災組織活動事業実績報告書（第５号様式）
　(2) 香芝市自主防災組織活動事業費補助金請求書（第６号様式）
　(3) 領収書その他の支出の事実を証すべき書類の写し
　(4) 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類
　（補助金の確定及び請求）
第９条　市長は、前条の規定による書類を受理した場合において、その内容を適当と認め補助金の額を確定したときは、香芝市自主防災組織活動事業費補助金額確定通知書（第７号様式）により通知するとともに補助金を交付する。ただし、市長が補助金の交付の目的を達成するため特に必要があると認めるときは、補助対象事業の完了前に補助金の全部又は一部を交付することができる。
　（その他）
第１０条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。
　　　附　則
　この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。

別表（第３条関係）
	補助対象事業
	補助対象経費

	防災リーダー育成事業
	防災士の資格取得試験に必要な教材費、受験料及び認証申請手続料（研修会場までの交通費を除く。）

	防災資機材等整備事業
	自主防災会の整備に必要な資機材及び備蓄食糧（補助資機材等）の購入に要する経費
	初期消火用
	消火器等

	
	
	救出救護用
	ハンマー、つるはし、スコップ、バール、のこぎり、ボルトクリッパー、可搬式発電機、投光器、コードリール、麻ロープ、担架、一輪車、シート、救急セット等

	
	
	避難用
	トランジスタメガホン、強力ライト、誘導旗、ヘルメット、リヤカー等

	
	
	給食給水用
	炊き出し用鍋、コンロ、保存用食料・飲料水等

	自主防災組織育成事業
	災害時要援護者支援対策等の自主防災会の活動に必要な経費並びに防災訓練及び防災講演会等の開催時に使用する消耗品費、物品借上料、講師謝礼、会場使用料等（講演会場までの交通費を除く。）



